










目的 

自律神経伝達物質のうち Catecholamines は子宮筋運動の調節に関与していることは種々

の収縮実験から報告されており,現在ではβ－遮断薬を微弱陣痛時に応用して分娩促進剤

としても使用されつつある。この理論的根拠としてはβ-adrenergic action による子宮弛

緩作用の抑制機構によるα-adrenergic action の増加によるとされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


